
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】接続部での低損失を保証する光コネクタを提供

。

【解決手段】光セパレータ１４とともに使用するための

光コネクタ３４であって、　第一部分３６ａ及び第二部

分３６ｂを有し、第一部分は第一光伝送手段４２により

前記光セパレータの第一入力部３８ａに光学的に接続さ

れると共に第二光伝送手段４４により前記光セパレータ

の第二入力部３８ｂに光学的に接続され、第一、第二部

分は、第一、第二光伝送手段を、第二部分に設けられ又

は接続された第三、第四光伝送手段４６、４８のそれぞ

れに接続するため、着脱可能となっており、それによっ

て、光セパレータの第一、第二入力部は、第三光伝送手

段に接続される第一光装置１２及び前記第四光伝送手段

に接続される第二光装置２０に光学的に接続可能である

光コネクタ。

【選択図】図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 光 セ パ レ ー タ と と も に 使 用 す る た め の 光 コ ネ ク タ で あ っ て 、
　 第 一 部 分 及 び 第 二 部 分 を 有 し 、 第 一 部 分 は 第 一 光 伝 送 手 段 に よ り 前 記 光 セ パ レ ー タ の 第
一 入 力 部 に 光 学 的 に 接 続 さ れ る と 共 に 第 二 光 伝 送 手 段 に よ り 前 記 光 セ パ レ ー タ の 第 二 入 力
部 に 光 学 的 に 接 続 さ れ 、
前 記 第 一 、 第 二 部 分 は 、 前 記 第 一 、 第 二 光 伝 送 手 段 を 、 前 記 第 二 部 分 に 設 け ら れ 又 は 接 続
さ れ た 第 三 、 第 四 光 伝 送 手 段 の そ れ ぞ れ に 接 続 す る た め 、 着 脱 可 能 と な っ て お り 、 そ れ に
よ っ て 、 前 記 光 セ パ レ ー タ の 前 記 第 一 、 第 二 入 力 部 は 、 前 記 第 三 光 伝 送 手 段 に 接 続 さ れ る
第 一 光 装 置 及 び 前 記 第 四 光 伝 送 手 段 に 接 続 さ れ る 第 二 光 装 置 に 光 学 的 に 接 続 可 能 で あ る 、
光 コ ネ ク タ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 光 装 置 は そ れ ぞ れ 、 レ ー ザ 光 源 及 び 光 検 出 器 を 含 み 、 前 記 レ ー ザ 光 源 は 第 三 光 伝 送
手 段 に よ り 前 記 第 二 部 分 に 光 学 的 に 接 続 可 能 で あ り 、 前 記 光 検 出 器 は 第 四 光 伝 送 手 段 に よ
り 前 記 第 二 部 分 に 光 学 的 に 接 続 可 能 で あ り 、 そ れ に よ っ て 、 前 記 第 一 光 伝 送 手 段 は 前 記 第
三 光 伝 送 手 段 を 介 し て 前 記 レ ー ザ 光 源 に 接 続 可 能 で あ り 、 前 記 第 二 光 伝 送 手 段 は 前 記 第 四
光 伝 送 手 段 を 介 し て 前 記 光 検 出 器 に 接 続 可 能 で あ る 、
請 求 項 １ に 記 載 の 光 コ ネ ク タ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 光 セ パ レ ー タ が 、 光 カ プ ラ の 形 状 で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 光 コ ネ ク タ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 一 光 伝 送 手 段 の 少 な く と も 一 部 分 と 前 記 第 二 光 伝 送 手 段 の 少 な く と も 一 部 分 が 、
前 記 光 セ パ レ ー タ と 一 体 と な り 、 若 し く は 製 造 過 程 で 前 記 光 セ パ レ ー タ に 取 外 し で き な い
よ う に 接 続 さ れ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 光 コ ネ ク タ 。
【 請 求 項 ５ 】
　 さ ら に 前 記 光 セ パ レ ー タ を 含 む 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 光 コ ネ ク タ 。
【 請 求 項 ６ 】
　 さ ら に 前 記 光 セ パ レ ー タ に 光 学 的 に 接 続 さ れ る パ ワ ー モ ニ タ を 含 む 、 請 求 項 ４ に 記 載 の
光 コ ネ ク タ 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 パ ワ ー モ ニ タ が 、 前 記 光 セ パ レ ー タ に 取 外 し で き な い よ う に 接 続 さ れ て い る 、 請 求
項 ６ に 記 載 の 光 コ ネ ク タ 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 第 一 、 第 二 、 第 三 、 及 び 第 四 光 伝 送 手 段 が 、 そ れ ぞ れ 、 第 一 、 第 二 、 第 三 、 及 び 第
四 光 フ ァ イ バ を 有 す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 光 コ ネ ク タ 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 第 一 、 第 二 、 及 び 第 三 光 フ ァ イ バ は 、 そ れ ぞ れ 、 シ ン グ ル モ ー ド ま た は 少 数 モ ー ド
で あ り 、 前 記 第 四 光 フ ァ イ バ は 、 光 検 出 器 に 接 続 す る た め に 、 マ ル チ モ ー ド 、 少 数 モ ー ド
、 ま た は シ ン グ ル モ ー ド で あ る 、 請 求 項 ８ に 記 載 の 光 コ ネ ク タ 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 第 四 光 フ ァ イ バ が 、 マ ル チ モ ー ド で あ り 、 前 記 第 二 光 フ ァ イ バ よ り も 大 き な 直 径 、
及 び 多 く の 誘 導 モ ー ド を 有 し 、 そ の 結 果 、 前 記 第 二 、 第 四 光 フ ァ イ バ 間 の 位 置 合 わ せ が 容
易 に 成 さ れ 、 同 時 に 低 損 失 が 達 成 さ れ る 、 請 求 項 ９ に 記 載 の 光 コ ネ ク タ 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 光 コ ネ ク タ が 、 一 つ 又 は そ れ 以 上 の さ ら な る 光 伝 送 手 段 に よ っ て 、 そ れ ぞ れ 一 つ 又
は そ れ 以 上 の さ ら な る 前 記 光 セ パ レ ー タ の 入 力 部 に 光 学 的 に 接 続 で き る 各 前 記 第 一 、 第 二
部 分 で あ る 、 ２ 対 の 光 伝 送 手 段 よ り も 多 く の 対 に 適 合 す る 、
請 求 項 １ に 記 載 の 光 コ ネ ク タ 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 光 セ パ レ ー タ 、
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　 パ ワ ー モ ニ タ 、 及 び 、
　 第 一 部 分 と 第 二 部 分 を 有 し 、 第 一 部 分 が 第 一 光 伝 送 手 段 に よ り 前 記 光 セ パ レ ー タ の 第 一
入 力 部 に 光 学 的 に 接 続 で き る と 共 に 第 二 光 伝 送 手 段 に よ り 前 記 光 セ パ レ ー タ の 第 二 入 力 部
に 光 学 的 に 接 続 で き 、 前 記 第 一 、 第 二 光 伝 送 手 段 を 前 記 第 二 部 分 に 設 け ら れ 又 は 接 続 さ れ
た 第 三 、 第 四 光 伝 送 手 段 の そ れ ぞ れ に 接 続 す る た め に 前 記 第 二 部 分 に 着 脱 可 能 と な っ て い
る 光 コ ネ ク タ で あ り 、
前 記 光 セ パ レ ー タ が 、 光 学 ヘ ッ ド 、 前 記 パ ワ ー モ ニ タ 、 及 び 前 記 第 一 部 分 に 光 学 的 に 接 続
さ れ 又 は 接 続 可 能 で あ り 、 そ れ に よ っ て 前 記 第 二 部 分 に 取 外 し 可 能 に 接 続 で き る 、
光 学 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 さ ら に 、 前 記 光 セ パ レ ー タ と 前 記 パ ワ ー モ ニ タ を 囲 い 込 ん で お り 、 前 記 第 一 部 分 を 支 持
す る か ま た は 少 な く と も 前 記 第 一 部 分 を 部 分 的 に 囲 い 込 ん で い る 、 ハ ウ ジ ン グ を 備 え る 、
請 求 項 １ ２ に 記 載 の 光 学 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 さ ら に 前 記 光 学 ヘ ッ ド を 備 え る 、 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 光 学 装 置 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 光 セ パ レ ー タ が 、 前 記 パ ワ ー モ ニ タ に 取 外 し で き な い よ う に 接 続 さ れ て い る 、 請 求
項 １ ２ に 記 載 の 光 学 装 置 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 レ ー ザ 光 源 、
　 光 検 出 器 、
　 第 一 部 分 と 第 二 部 分 を 有 し 、 第 一 部 分 が 、 第 一 光 伝 送 手 段 に よ り 前 記 レ ー ザ 光 源 に 光 学
的 に 接 続 さ れ 又 は 接 続 で き る と 共 に 第 二 光 伝 送 手 段 に よ り 前 記 光 検 出 器 に 光 学 的 に 接 続 さ
れ 又 は 接 続 で き 、 前 記 第 一 、 第 二 光 伝 送 手 段 を 前 記 第 二 部 分 に 設 け ら れ 又 は 接 続 さ れ た 第
三 、 第 四 光 伝 送 手 段 の そ れ ぞ れ に 接 続 す る た め に 前 記 第 二 部 分 に 着 脱 可 能 と な っ て い る 、
光 コ ネ ク タ で あ る 、
光 学 装 置 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 さ ら に 、 前 記 レ ー ザ 光 源 と 前 記 光 検 出 器 を 囲 い 込 ん で お り 、 前 記 第 一 部 分 を 支 持 す る か
ま た は 少 な く と も 前 記 第 一 部 分 を 部 分 的 に 囲 い 込 ん で い る 、 ハ ウ ジ ン グ を 備 え る 、
請 求 項 １ ６ に 記 載 の 光 学 装 置 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 請 求 項 1に よ る 光 コ ネ ク タ を 含 む 、 光 走 査 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 請 求 項 １ に よ る 光 コ ネ ク タ を 含 む 、 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 請 求 項 １ に よ る 光 コ ネ ク タ を 含 む 、 内 視 顕 微 鏡 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 請 求 項 １ に よ る 光 コ ネ ク タ を 含 む 、 顕 微 鏡 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 第 一 部 分 と 第 二 部 分 を 有 し 、 第 一 部 分 が 第 一 光 伝 送 手 段 に よ り 光 セ パ レ ー タ の 第 一 入 力
部 に 光 学 的 に 接 続 で き る と 共 に 第 二 光 伝 送 手 段 に よ り 前 記 光 セ パ レ ー タ の 第 二 入 力 部 に 光
学 的 に 接 続 で き る 、 光 コ ネ ク タ を 提 供 す る こ と 、 及 び 、
　 前 記 第 一 、 第 二 光 伝 送 手 段 を 、 前 記 第 二 部 分 に 設 け ら れ 又 は 接 続 さ れ た 第 三 、 第 四 光 伝
送 手 段 の そ れ ぞ れ に 接 続 す る た め に 前 記 第 一 部 分 と 前 記 第 二 部 分 を 接 続 す る こ と 、 を 含 み
、
そ れ に よ っ て 、 前 記 光 セ パ レ ー タ の 前 記 第 一 、 第 二 入 力 部 は 、 前 記 第 三 光 伝 送 手 段 に 接 続
さ れ る 第 一 光 装 置 及 び 前 記 第 四 光 伝 送 手 段 に 接 続 さ れ る 第 二 光 装 置 に 光 学 的 に 接 続 可 能 で
あ る 、
光 接 続 を 提 供 す る た め の 方 法 。
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【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 関 連 出 願 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 出 願 は 、 2003年 5月 16日 出 願 の 米 国 仮 出 願 No.60/470,874に 基 づ き 、 そ の 利 益 を 主 張 し
、 そ の 内 容 が 参 照 に よ り 本 明 細 書 に 組 み 込 ま れ る 。
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 本 発 明 は 、 レ ー ザ 光 源 及 び 検 出 装 置 に 光 カ プ ラ を 接 続 す る た め の 、 光 コ ネ ク タ に 関 す る
も の で あ り 、 特 に 、 た だ し 限 定 的 で は な い 、 内 視 鏡 、 内 視 顕 微 鏡 、 顕 微 鏡 、 結 腸 鏡 、 及 び
走 査 装 置 へ の 応 用 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 来 の 内 視 鏡 の 典 型 的 な 構 成 は 、 図 １ の １ ０ で 概 略 的 に 示 さ れ て い る 。 レ ー ザ 光 源 １ ２
は 、 試 料 を 染 色 し て い る 蛍 光 染 料 に 対 す る 、 又 は 、 そ の 試 料 か ら の 反 射 を 得 る た め の 、 励
起 光 を 供 給 す る 。 光 分 離 手 段 と し て の カ プ ラ １ ４ は 、 レ ー ザ 光 源 １ ２ か ら の レ ー ザ 光 を 内
視 鏡 頭 部 １ ６ と パ ワ ー モ ニ タ １ ８ の 両 方 に 連 結 さ せ て い る 。 パ ワ ー モ ニ タ １ ８ は 、 光 強 度
モ ニ タ 装 置 を 含 み 、 オ ペ レ ー タ ー が 、 内 視 鏡 １ ６ に 送 ら れ る 何 ら か の 測 定 値 を 得 る こ と が
で き る よ う に し て い る 。 ま た 、 カ プ ラ １ ４ は 、 試 料 か ら の 戻 り 光 （ 低 レ ベ ル の 励 起 蛍 光 及
び ／ 又 は 反 射 光 ） を 検 出 ユ ニ ッ ト ２ ０ に 結 合 さ せ て い る 。 そ の 検 出 ユ ニ ッ ト ２ ０ は 、 こ の
戻 り 光 を 検 出 す る た め の バ リ ア フ ィ ル タ と 光 電 子 増 倍 管 （ 図 示 せ ず ） を 含 む 。 内 視 鏡 頭 部
１ ６ と カ プ ラ １ ４ 間 の 光 フ ァ イ バ ２ ２ の コ ア は 、 励 起 光 と 戻 り 信 号 の 両 方 の 伝 送 媒 体 で あ
る が 、 幾 つ か の 先 行 技 術 で は 、 共 焦 点 検 出 が で き る よ う に 空 間 フ ィ ル タ （ 実 際 に は ピ ン ホ
ー ル ） を も 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の よ う な 構 成 で は 、 レ ー ザ 光 源 １ ２ 、 カ プ ラ １ ４ 、 パ ワ ー モ ニ タ １ ８ 、 及 び 検 出 ユ ニ
ッ ト ２ ０ が 、 コ ン ト ロ ー ル ボ ッ ク ス ２ ４ の 中 に 備 え ら れ て い る 。 光 フ ァ イ バ ２ ２ は 、 光 コ
ネ ク タ （ 図 示 せ ず ） に よ っ て 取 外 し 可 能 に コ ン ト ロ ー ル ボ ッ ク ス ２ ４ に 接 続 さ れ て お り 、
そ の 結 果 、 コ ン ト ロ ー ル ボ ッ ク ス ２ ４ の 外 側 に あ る 、 コ ン ト ロ ー ル ボ ッ ク ス ２ ４ と 内 視 鏡
の 当 該 部 分 と の 間 （ す な わ ち 、 光 フ ァ イ バ ２ ２ と 内 視 鏡 頭 部 １ ６ の 間 ） の 一 つ の 光 接 続 を
取 外 す こ と に よ っ て 、 内 視 鏡 頭 部 １ ６ は 、 連 続 し た 患 者 の 間 に 、 ク リ ー ニ ン グ 等 の た め に
、 取 外 す こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ の よ う な 構 成 に は 多 く の 問 題 点 が あ る 。 内 視 鏡 頭 部 １ ６ と 、 パ ワ ー モ ニ タ １ ８ 中 の フ
ォ ト ダ イ オ ー ド の 間 の 相 対 的 な 光 強 度 は 、 コ ン ト ロ ー ル ボ ッ ク ス ２ ４ と 光 フ ァ イ バ ２ ２ 間
の 接 続 部 の あ ら ゆ る 接 続 損 失 （ 例 え ば 、 接 続 部 の ほ こ り 等 ） の 影 響 を 受 け る 。 こ れ は 、 新
品 の 又 は 交 換 用 の 内 視 鏡 頭 部 １ ６ を 接 続 す る ご と に 、 原 則 と し て 、 パ ワ ー モ ニ タ １ ８ が 較
正 さ れ な け れ ば な ら な い 、 と い う こ と を 意 味 す る 。 ４ ８ ８ ｎ ｍ レ ー ザ が 使 用 さ れ る 場 合 に
は 、 ４ ８ ８ ｎ ｍ の 励 起 光 及 び ４ ８ ８ ｎ ｍ か ら ５ ８ ５ ｎ ｍ の 戻 り 光 が 、 光 フ ァ イ バ ２ ２ に よ
っ て 伝 送 さ れ る の で 、 こ れ ら 全 て の 波 長 の 光 に 対 し て 、 こ の 接 続 部 で の 低 損 失 を 保 証 す る
必 要 が あ る 。 そ の 接 続 は 、 シ ン グ ル モ ー ド フ ァ イ バ 間 の も の で あ り 、 双 方 向 に お い て 低 損
失 で あ る こ と が 要 求 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 さ ら に 、 こ の 接 続 は 、 モ ー ド ミ ッ ク ス （ mode mix） に 影 響 を 及 ぼ す 可 能 性 が あ り 、 そ の
結 果 、 光 フ ァ イ バ ２ ２ 中 の 光 強 度 分 布 に 影 響 を 及 ぼ す 。 そ の 光 強 度 分 布 は 、 画 像 の 不 安 定
性 、 ノ イ ズ 、 及 び 分 解 能 の 低 下 、 を 生 じ さ せ る 可 能 性 を 有 す る 。 さ ら に 、 こ の 接 続 部 か ら
の 反 射 は 、 画 像 ノ イ ズ の 原 因 と な る レ ー ザ 光 源 １ ２ の 不 安 定 性 を 引 き 起 こ し 、 検 出 ユ ニ ッ
ト ２ ０ へ 励 起 光 を 反 射 す る こ と に よ っ て 、 最 終 的 な 画 像 の ノ イ ズ を 増 加 さ せ る 可 能 性 が あ
る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
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　 第 一 の 広 い 態 様 で は 、 本 発 明 は 、 光 セ パ レ ー タ と と も に 使 用 す る た め の 光 コ ネ ク タ で あ
っ て 、
　 第 一 部 分 及 び 第 二 部 分 を 有 し 、 第 一 部 分 は 第 一 光 伝 送 手 段 に よ り 前 記 光 セ パ レ ー タ の 第
一 入 力 部 に 光 学 的 に 接 続 さ れ る と 共 に 第 二 光 伝 送 手 段 に よ り 前 記 光 セ パ レ ー タ の 第 二 入 力
部 に 光 学 的 に 接 続 さ れ 、 前 記 第 一 、 第 二 部 分 は 、 前 記 第 一 、 第 二 光 伝 送 手 段 を 、 前 記 第 二
部 分 に 設 け ら れ 又 は 接 続 さ れ た 第 三 、 第 四 光 伝 送 手 段 の そ れ ぞ れ に 接 続 す る た め 、 着 脱 可
能 と な っ て お り 、 そ れ に よ っ て 、 前 記 光 セ パ レ ー タ の 前 記 第 一 、 第 二 入 力 部 は 、 前 記 第 三
光 伝 送 手 段 に 接 続 さ れ る 第 一 光 装 置 及 び 前 記 第 四 光 伝 送 手 段 に 接 続 さ れ る 第 二 光 装 置 に 光
学 的 に 接 続 可 能 で あ る 、 光 コ ネ ク タ 、 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 し か し 、 通 常 、 そ の コ ネ ク タ が 少 な く と も ２ つ の 光 装 置 に 使 用 す る こ と が 可 能 で あ る と
き 、 幾 つ か の 応 用 で は 、 一 つ の 光 装 置 の み が 、 接 続 可 能 で あ る 、 と い う こ と が 理 解 で き る
で あ ろ う 。 ま た 、 光 装 置 が 、 光 出 力 を 提 供 し 又 は 光 入 力 を 受 信 す る た め に 適 合 す る ど の よ
う な 装 置 で も 用 い る こ と が で き る こ と が 理 解 で き る で あ ろ う 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 実 施 形 態 の 一 つ で は 、 前 記 光 装 置 は そ れ ぞ れ 、 レ ー ザ 光 源 及 び 光 検 出 器 を 含 み 、 前 記 レ
ー ザ 光 源 は 第 三 光 伝 送 手 段 に よ り 前 記 第 二 部 分 に 光 学 的 に 接 続 可 能 で あ り 、 前 記 光 検 出 器
は 第 四 光 伝 送 手 段 に よ り 前 記 第 二 部 分 に 光 学 的 に 接 続 可 能 で あ り 、 そ れ に よ っ て 、 前 記 第
一 光 伝 送 手 段 は 前 記 第 三 光 伝 送 手 段 を 介 し て 前 記 レ ー ザ 光 源 に 接 続 可 能 で あ り 、 前 記 第 二
光 伝 送 手 段 は 前 記 第 四 光 伝 送 手 段 を 介 し て 前 記 光 検 出 器 に 接 続 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 前 記 光 セ パ レ ー タ が 、 典 型 的 に 、 光 カ プ ラ の 形 状 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の 実 施 形 態 で は 、 前 記 第 一 、 第 二 光 伝 送 手 段 の そ れ ぞ れ の 少 な く と も 一 部 分 が 、 前 記
光 セ パ レ ー タ と 一 体 と な り 、 若 し く は 製 造 過 程 で 前 記 光 セ パ レ ー タ （ す な わ ち 、 カ プ ラ ）
に 取 外 し で き な い よ う に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 そ れ ぞ れ の 光 伝 送 手 段 が 、 好 ま し く は 、 光 フ ァ イ バ か ら な る （ で き る 限 り 接 続 部 を 組 み
込 む が ） 。 さ ら に 好 ま し く は 、 各 光 フ ァ イ バ は 、 光 検 出 器 に 接 続 す る た め に マ ル チ モ ー ド
、 少 数 モ ー ド 、 も し く は シ ン グ ル モ ー ド を 使 用 で き る 第 四 光 伝 送 手 段 を 除 き 、 シ ン グ ル モ
ー ド 又 は 少 数 モ ー ド で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 マ ル チ モ ー ド で あ る 前 記 第 四 光 伝 送 手 段 は 、 前 記 第 二 光 伝 送 手 段 よ り も 大 き な 直 径 、 及
び 多 く の 誘 導 モ ー ド を 有 し 、 そ の 結 果 、 前 記 第 二 、 第 四 光 フ ァ イ バ 間 の 位 置 合 わ せ が 容 易
に 成 さ れ 、 同 時 に 低 損 失 が 達 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 確 実 な 実 施 形 態 で は 、 光 コ ネ ク タ が 、 一 つ 又 は そ れ 以 上 の さ ら な る 光 伝 送 手 段 に よ っ て
、 そ れ ぞ れ 一 つ 又 は そ れ 以 上 の さ ら な る 前 記 光 セ パ レ ー タ の 入 力 部 に 光 学 的 に 接 続 で き る
各 前 記 第 一 、 第 二 部 分 で あ る 、 ２ 対 の 光 伝 送 手 段 よ り も 多 く の 対 に 適 合 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 な お 一 層 の 態 様 で は 、 本 発 明 は 、
光 セ パ レ ー タ 、
　 パ ワ ー モ ニ タ 、
　 第 一 部 分 と 第 二 部 分 を 有 し 、 第 一 部 分 が 第 一 光 伝 送 手 段 に よ り 前 記 光 セ パ レ ー タ の 第 一
入 力 部 に 光 学 的 に 接 続 で き る と 共 に 第 二 光 伝 送 手 段 に よ り 前 記 光 セ パ レ ー タ の 第 二 入 力 部
に 光 学 的 に 接 続 で き 、 前 記 第 一 、 第 二 光 伝 送 手 段 を 前 記 第 二 部 分 に 設 け ら れ 又 は 接 続 さ れ
た 第 三 、 第 四 光 伝 送 手 段 の そ れ ぞ れ に 接 続 す る た め に 前 記 第 二 部 分 に 着 脱 可 能 と な っ て い
る 光 コ ネ ク タ で あ り 、
前 記 光 セ パ レ ー タ が 、 光 学 ヘ ッ ド 、 前 記 パ ワ ー モ ニ タ 、 及 び 前 記 第 一 部 分 に 光 学 的 に 接 続
さ れ 又 は 接 続 可 能 で あ り 、 そ れ に よ っ て 前 記 第 二 部 分 に 取 外 し 可 能 に 接 続 で き る 、
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光 学 装 置 、 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 一 つ の 特 別 な 実 施 形 態 で は 、 光 学 装 置 は 、 さ ら に 、 前 記 光 セ パ レ ー タ と 前 記 パ ワ ー モ ニ
タ を 囲 い 込 ん で お り 、 前 記 第 一 部 分 を 支 持 す る か ま た は 少 な く と も 前 記 第 一 部 分 を 部 分 的
に 囲 い 込 ん で い る 、 ハ ウ ジ ン グ を 備 え る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 し た が っ て 、 第 二 部 分 は 、 使 用 時 に は 典 型 的 に 、 レ ー ザ 光 源 と 光 検 出 器 に 接 続 さ れ る が
、 実 施 形 態 の 構 成 で は 、 ク リ ー ニ ン グ や 滅 菌 を 容 易 に す る た め に 利 用 す る こ と が で き る 。
こ の 装 置 で は 、 第 一 部 分 側 が ク リ ー ニ ン グ さ れ る 間 、 レ ー ザ 光 源 と 光 検 出 器 と そ の 他 同 等
の 装 置 を 切 り 離 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 光 学 装 置 は 、 さ ら に 前 記 光 学 ヘ ッ ド を 備 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 光 セ パ レ ー タ は 、 前 記 パ ワ ー モ ニ タ に 取 外 し で き な い よ う に 接 続 さ れ る こ と が 可 能 で あ
る 。 こ れ は 、 光 セ パ レ ー タ と パ ワ ー モ ニ タ の 間 の 光 伝 送 効 率 を 一 定 に 維 持 す る の で 、 シ ス
テ ム の よ り 確 実 な キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン を 可 能 に す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 他 の 態 様 で は 、 本 発 明 は 、 上 述 の よ う な 光 コ ネ ク タ を 含 む 、 光 走 査 シ ス テ ム を 提 供 す る
。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 な お よ り 一 層 の 態 様 で は 、 本 発 明 は 、 上 述 の よ う な 光 コ ネ ク タ を 含 む 、 内 視 鏡 を 提 供 す
る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 な お よ り 一 層 の 態 様 で は 、 本 発 明 は 、 上 述 の よ う な 光 コ ネ ク タ を 含 む 、 内 視 顕 微 鏡 を 提
供 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 さ ら に 他 の 態 様 で は 、 本 発 明 は 、 上 述 の よ う な 光 コ ネ ク タ を 含 む 、 顕 微 鏡 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 上 述 の よ う な 光 コ ネ ク タ を 使 用 す る こ と を 含 む 、 光 接 続 を 提 供 す る た
め の 方 法 を 提 供 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 発 明 の 実 施 形 態 の 一 つ に よ る 光 コ ネ ク タ を 組 み 込 む 光 走 査 シ ス テ ム を 、 図 ２ の ２ ８ に
概 略 的 に 示 し た 。 走 査 シ ス テ ム ２ ８ の 構 成 要 素 は 、 幾 つ か の 場 合 、 図 １ の 内 視 鏡 １ ０ の 構
成 要 素 と 同 様 で あ り 、 同 じ 番 号 が 使 用 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 た と え ば 内 視 鏡 ま た は 顕 微 鏡 の 形 態 を と る 走 査 シ ス テ ム ２ ８ は 、 出 力 波 長 ４ ８ ８ ｎ ｍ の
レ ー ザ 光 源 １ ２ 、 光 セ パ レ ー タ と し て の カ プ ラ １ ４ 、 走 査 光 学 ヘ ッ ド ３ ０ 、 パ ワ ー モ ニ タ
１ ８ 、 及 び 検 出 ユ ニ ッ ト ２ ０ を 含 む 。 レ ー ザ 光 源 １ ２ と 検 出 ユ ニ ッ ト ２ ０ は 、 コ ン ト ロ ー
ル ボ ッ ク ス ３ ２ に 含 ま れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 走 査 シ ス テ ム ２ ８ は 、 カ プ ラ １ ４ を コ ン ト ロ ー ル ボ ッ ク ス ３ ２ に 接 続 す る た め の
光 コ ネ ク タ ３ ４ を 備 え て い る 。 図 ２ の 走 査 シ ス テ ム ２ ８ の よ り 詳 細 な 概 略 図 で あ る 図 ３ を
参 照 す る と 、 コ ネ ク タ ３ ４ は 、 第 一 部 分 ３ ６ aと 第 二 部 分 ３ ６ bの ２ つ の 部 分 か ら な る 。 第
一 部 分 ３ ６ aは 、 カ プ ラ １ ４ の 第 一 入 力 部 ３ ８ aと 第 二 入 力 部 ３ ８ bへ 、 そ れ ぞ れ 第 １ 光 フ
ァ イ バ ４ ２ と 第 ２ 光 フ ァ イ バ ４ ４ に よ っ て 接 続 さ れ て い る 。 一 方 、 第 二 部 分 ３ ６ bは 、 コ
ン ト ロ ー ル ボ ッ ク ス ３ ２ の 一 部 を 形 成 し て お り 、 レ ー ザ 光 源 １ ２ と 検 出 ユ ニ ッ ト ２ ０ へ 、
そ れ ぞ れ 第 ３ 光 フ ァ イ バ ４ ６ と 第 ４ 光 フ ァ イ バ ４ ８ に よ っ て 接 続 さ れ て い る 。 カ プ ラ １ ４
の 第 一 入 力 部 ３ ８ aと 第 二 入 力 部 ３ ８ bの 部 位 で は 、 た と え こ の 実 施 形 態 で な く と も 原 則 的
に 、 光 が そ れ ら の 部 位 を 両 方 向 に 通 過 す る こ と が で き 、 第 １ 光 フ ァ イ バ ４ ２ と 第 ２ 光 フ ァ
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イ バ ４ ４ が こ れ ら の 部 位 に お い て カ プ ラ １ ４ と 一 体 で あ る の で 、 同 等 に 「 出 力 部 」 と し て
呼 ば れ る こ と が 可 能 な 部 位 で あ る こ と が 理 解 さ れ よ う 。 さ ら に 、 第 二 部 分 ３ ６ bが 、 コ ン
ト ロ ー ル ボ ッ ク ス ３ ２ の 一 部 で あ る 必 要 は な く 、 も し く は 直 接 的 に 接 続 さ れ て い る 必 要 は
な い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 カ プ ラ １ ４ は 、 第 ５ 光 フ ァ イ バ ５ ０ に よ っ て 走 査 光 学 ヘ ッ ド ３ ０ に 接 続 さ れ 、 第 ６ 光 フ
ァ イ バ ５ ２ に よ っ て パ ワ ー モ ニ タ １ ８ に 接 続 さ れ て い る 。 こ の 実 施 形 態 で は 、 第 ５ 光 フ ァ
イ バ ５ ０ と 第 ６ 光 フ ァ イ バ ５ ２ は カ プ ラ １ ４ と 一 体 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 全 て の 光 フ ァ イ バ （ 第 ４ 光 フ ァ イ バ ４ ８ を 除 く ） は 、 レ ー ザ 光 源 １ ２ の レ ー ザ の 波 長 に
お い て シ ン グ ル モ ー ド で あ る （ 実 際 に は SM450フ ァ イ バ ） 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 従 っ て 、 第 ３ 光 フ ァ イ バ ４ ６ か ら 第 １ 光 フ ァ イ バ ４ ２ ま で の 接 続 は 、 規 格 追 従 性 （ clas
s compliance） 、 走 査 シ ス テ ム ２ ８ の 試 料 へ の 安 定 し た 照 度 、 及 び 光 分 解 能 の 低 下 を 最 小
に す る 試 料 を 照 射 す る 光 の 強 度 分 布 、 を 提 供 す る た め に 、 レ ー ザ 光 源 １ ２ か ら の 光 の 安 定
し た 分 割 比 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 同 様 に 、 こ の こ と は 、 一 つ の フ ァ イ バ だ け が カ プ ラ １ ４ 中 で 使 用 さ れ る こ と を 意 味 し 、
そ の フ ァ イ バ は カ プ ラ １ ４ 中 央 部 の く び れ た 領 域 で そ の フ ァ イ バ か ら 他 の フ ァ イ バ へ の 顕
著 な 光 強 度 交 換 （ optical power exchange） を 提 供 す る 。 も っ と も 、 幾 つ か の 応 用 で は 、
非 対 称 カ プ ラ を 形 成 す る 異 種 の フ ァ イ バ が 条 件 に 合 い 、 或 い は 実 に 都 合 が よ い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま た 、 第 ４ 光 フ ァ イ バ ４ ８ は 、 シ ン グ ル モ ー ド ま た は 少 数 モ ー ド を 使 用 で き る が 、 検 出
ユ ニ ッ ト ２ ０ へ 進 行 す る 光 に 対 し て 低 損 失 で あ る こ と が 単 に 必 要 な の で 、 位 置 合 わ せ の 許
容 範 囲 を 広 く す る た め に 、 よ り 大 き な コ ア の マ ル チ モ ー ド フ ァ イ バ が 使 わ れ る 。 し か し な
が ら 、 第 ４ 光 フ ァ イ バ ４ ８ 中 の 過 度 の モ ー ド 分 散 を 避 け る よ う に 配 慮 す べ き で あ り 、 さ も
な い と 、 イ メ ー ジ ン グ 感 度 が 減 少 す る 可 能 性 が あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ の よ う に 、 こ の 実 施 形 態 で は 、 第 ４ 光 フ ァ イ バ ４ ８ は 、 他 の 光 フ ァ イ バ が 有 す る コ ア
径 よ り も か な り 大 き な コ ア 径 を 有 す る 、 少 な く と も あ る 程 度 の 大 き さ ま で の 、 マ ル チ モ ー
ド フ ァ イ バ で あ る 。 特 に 、 使 用 時 に 光 学 的 に 接 続 さ れ る 第 ２ 光 フ ァ イ バ ４ ４ よ り も 、 十 分
に 大 き な コ ア 径 を 有 す る 。 結 果 と し て 、 コ ネ ク タ ３ ４ が 接 続 さ れ る と き （ す な わ ち 、 部 分
３ ６ aと ３ ６ bが 接 続 さ れ る と き ） 、 第 ４ 光 フ ァ イ バ ４ ８ と 第 ２ 光 フ ァ イ バ ４ ４ は 、 シ ン グ
ル モ ー ド 第 １ 光 フ ァ イ バ ４ ２ と シ ン グ ル モ ー ド 第 ３ 光 フ ァ イ バ ４ ６ 間 が 困 難 な 位 置 合 わ せ
で あ る こ と に 比 べ る と 、 難 な く 一 直 線 に 配 列 す る こ と が で き る 。 こ れ は 、 単 に シ ン グ ル モ
ー ド フ ァ イ バ （ コ ア 径 が ５ μ ｍ 以 下 と 仮 定 ） を 使 用 す る と 仮 定 し た 場 合 の 、 コ ネ ク タ ３ ４
の ２ 部 分 ３ ６ aと ３ ６ bの 物 理 的 な 接 続 の 間 に 、 非 常 に 小 さ い コ ア の 正 確 な 位 置 合 わ せ が 要
求 さ れ る で あ ろ う 、 コ ネ ク タ の 組 み 立 て に 関 す る 技 術 的 な 難 題 を 減 少 さ せ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 コ ネ ク タ ３ ４ は 、 図 ４ に さ ら に 詳 細 に 概 略 的 に 示 さ れ て い る 。 コ ネ ク タ ３ ４ の ２ 部 分 ３
６ aと ３ ６ bの そ れ ぞ れ の 内 部 で は 、 第 １ 、 第 ２ 、 第 ３ 、 及 び 第 ４ 光 フ ァ イ バ 、 ４ ２ 、 ４ ４
、 ４ ６ 、 及 び ４ ８ の チ ッ プ が 、 メ タ ル フ ェ ル ー ル （ 例 え ば 第 ３ 光 フ ァ イ バ ４ ６ で は フ ェ ル
ー ル ５ ４ ） 内 に 位 置 す る の で 、 そ れ ぞ れ の チ ッ プ は 対 向 す る チ ッ プ に 位 置 を 合 わ せ て 正 確
に 配 置 さ れ る こ と が 可 能 で あ る 。 コ ネ ク タ ３ ４ の ２ 部 分 ３ ６ aと ３ ６ bは 、 コ ネ ク タ ３ ４ の
両 サ イ ド に あ る 一 対 の 細 溝 ５ ８ a、 ５ ８ bを 通 っ て 着 脱 す る た め に 利 用 さ れ る 位 置 決 め ピ ン
５ ６ a、 ５ ６ bに よ っ て 、 一 直 線 に さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 コ ネ ク タ ３ ４ の ２ 部 分 ３ ６ aと ３ ６ bは 様 々 な 適 切 な 方 法 に よ っ て 互 い に 保 持 さ れ 、 ピ ン
、 グ ラ ブ ね じ 、 も し く は 相 手 部 分 に 嵌 め る た め に 一 方 の 外 側 に 取 り 付 け ら れ た ク リ ッ プ 、
の 方 法 を と る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ３ ６ 】
　 第 １ 光 フ ァ イ バ ４ ２ と 第 ２ 光 フ ァ イ バ ４ ４ は 、 カ プ ラ １ ４ へ 及 び カ プ ラ １ ４ か ら 、 光 を
伝 送 す る た め （ 図 ３ 参 照 ） 、 共 通 の 保 護 シ ー ス ６ ２ に 包 ま れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 し た が っ て 、 使 用 時 に は 、 コ ネ ク タ ３ ４ は 、 ユ ニ ッ ト と し て の 走 査 光 学 ヘ ッ ド ３ ０ 、 パ
ワ ー モ ニ タ １ ８ 、 及 び カ プ ラ １ ４ 、 の 素 早 い 取 り 外 し を 可 能 と す る 。 こ の こ と は 、 交 換 ユ
ニ ッ ト が 、 図 １ の 先 行 技 術 の 内 視 鏡 頭 部 １ ６ よ り も 多 く の 構 成 要 素 を 含 ま な け れ ば な ら な
い こ と を 意 味 す る が 、 幾 つ か の 応 用 で は 、 こ の 提 案 が 望 ま し い と 思 わ れ る 、 後 述 す る よ う
な 利 益 を 有 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 実 際 に 、 コ ネ ク タ ３ ４ の 第 一 部 分 ３ ６ a、 カ プ ラ １ ４ 、 パ ワ ー モ ニ タ １ ８ 、 及 び そ れ ら
に 接 続 さ れ る 光 フ ァ イ バ ４ ２ ， ４ ４ ， ５ ２ は 、 オ ペ レ ー タ ー が 第 二 部 分 ３ ６ bか ら の 取 付
け 取 外 し を 簡 単 に 行 う こ と が で き る 物 理 的 な ハ ウ ジ ン グ ４ ０ に 、 全 て 収 ま る こ と が で き る
（ 第 ５ 光 フ ァ イ バ ５ ０ と そ れ に つ な が る 光 学 ヘ ッ ド ３ ０ は 、 ハ ウ ジ ン グ か ら 突 出 す る ） 。
そ れ 故 、 ハ ウ ジ ン グ ４ ０ は 、 滅 菌 及 び ク リ ー ニ ン グ の た め に 密 閉 さ れ て い る 。 こ の よ う な
実 施 形 態 で は 、 走 査 シ ス テ ム ２ ８ は 、 内 視 鏡 ま た は 結 腸 鏡 の 形 態 を と る こ と が 可 能 で あ り
、 こ の 場 合 、 滅 菌 及 び ク リ ー ニ ン グ が 特 に 重 要 に 考 慮 さ れ る 。 こ の よ う に 、 物 理 的 な ハ ウ
ジ ン グ ４ ０ と そ の 内 容 構 成 物 は 、 内 視 鏡 、 内 視 顕 微 鏡 、 或 い は 結 腸 鏡 等 の 一 部 と し て 使 用
す る た め の 光 学 装 置 を 構 成 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 パ ワ ー モ ニ タ １ ８ 及 び 走 査 光 学 ヘ ッ ド ３ ０ に 伝 送 さ れ る 入 力 励 起 光 は 、 使 用 時 に 着 脱 さ
れ る 接 続 部 を 一 箇 所 の み 通 過 す る （ す な わ ち 、 第 ３ 光 フ ァ イ バ ４ ６ か ら 第 １ 光 フ ァ イ バ ４
２ へ の 接 続 部 ） 。 結 果 と し て 、 パ ワ ー モ ニ タ １ ８ と 走 査 光 学 ヘ ッ ド ３ ０ の 双 方 に 送 ら れ る
光 強 度 は 、 コ ネ ク タ ３ ４ に お け る 損 失 と は 無 関 係 で あ る 一 定 の 関 係 を 持 つ こ と に な る 。 こ
の 関 係 は 、 第 １ 光 フ ァ イ バ ４ ２ に 伝 送 さ れ た 光 強 度 の 総 量 の 変 化 に よ っ て は 影 響 を 受 け な
い （ 例 え ば 、 第 ３ 光 フ ァ イ バ ４ ６ と 第 １ 光 フ ァ イ バ ４ ２ の チ ッ プ 間 に 達 し た 塵 の た め に ）
。 結 果 と し て 、 使 用 前 に 規 格 追 従 性 ま た は 正 確 な パ ワ ー セ ッ テ ィ ン グ を 確 保 す る た め に 、
（ 可 能 な 限 り ） 滅 菌 さ れ た 走 査 光 学 ヘ ッ ド ３ ０ の 接 続 時 の 付 加 的 な セ ッ ト ア ッ プ テ ス ト を
行 う 必 要 が な く な る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 コ ネ ク タ ３ ４ に よ り 形 成 さ れ た 光 接 続 の 波 長 の パ フ ォ ー マ ン ス は 、 容 易 に 向 上 す る 。 こ
れ は 、 第 ３ 光 フ ァ イ バ ４ ６ と 第 １ 光 フ ァ イ バ ４ ２ 間 の 接 続 が シ ン グ ル モ ー ド フ ァ イ バ 間 で
あ り 、 順 方 向 で は レ ー ザ 光 源 １ ２ の 波 長 ４ ８ ８ ｎ ｍ の レ ー ザ の み に お け る 低 損 失 が 要 求 さ
れ る が 、 そ の 一 方 で 、 第 ２ 光 フ ァ イ バ ４ ４ と 第 ４ 光 フ ァ イ バ ４ ８ 間 の 接 続 は 、 戻 り 方 向 の
み に 伝 送 さ れ る 波 長 ４ ８ ８ ｎ ｍ か ら ５ ８ ５ ｎ ｍ の 光 に 対 す る 低 損 失 が 要 求 さ れ る た め で あ
る 。 図 １ の 先 行 技 術 の 構 成 で は 、 ４ ８ ８ ｎ ｍ の 励 起 光 と ４ ８ ８ ｎ ｍ か ら ５ ８ ５ ｎ ｍ の 戻 り
光 の 両 方 に 対 す る 低 損 失 が 要 求 さ れ て お り 、 コ ン ト ロ ー ル ボ ッ ク ス ２ ４ の 外 部 に 位 置 す る
光 フ ァ イ バ ２ ２ の 接 続 部 は 、 必 然 的 に （ こ の 例 で は ） 順 ・ 戻 り 双 方 向 へ の 低 損 失 を 必 要 と
す る シ ン グ ル モ ー ド フ ァ イ バ の ２ 部 材 間 と な る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 さ ら に 、 低 レ ベ ル の 蛍 光 に 対 す る 第 ２ 光 フ ァ イ バ ４ ４ と 第 ４ 光 フ ァ イ バ ４ ８ 間 の 接 続 部
に お け る 光 損 失 は 、 図 １ の 先 行 技 術 の 構 成 に よ る コ ン ト ロ ー ル ボ ッ ク ス ２ ４ の 外 側 に 位 置
す る 光 フ ァ イ バ ２ ２ の 接 続 部 に お け る 光 損 失 よ り も 、 本 発 明 の 実 施 形 態 の 幾 つ か の 応 用 例
に お い て 、 低 く す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 本 発 明 の 範 囲 内 で の 変 形 が 、 本 技 術 の 分 野 に お け る 通 常 の 知 識 を 有 す る 者 に よ り 容 易 に
達 成 さ れ る 可 能 性 が あ る 。 例 え ば 、 図 ２ か ら 図 ４ に 図 示 さ れ た 実 施 形 態 は 走 査 シ ス テ ム で
あ る が 、 同 様 な 手 段 は 明 ら か に 、 内 視 鏡 、 顕 微 鏡 、 及 び 内 視 顕 微 鏡 に 使 用 で き る 。 そ れ 故
に 、 本 発 明 は 、 以 上 に 例 示 さ れ た 特 定 の 実 施 形 態 に 制 限 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
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　 さ ら に 、 本 明 細 書 に 記 載 し た い か な る 従 来 技 術 の 参 照 も 、 そ の 従 来 技 術 の 参 照 が 通 常 の
一 般 的 知 識 の 一 部 を 形 成 し 、 或 い は 形 成 さ れ て い る こ と を 意 味 す る も の で は な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 本 発 明 を よ り 明 瞭 に 確 か め る た め 、 こ こ に 好 ま し い 実 施 形 態 を 例 と し て 添 付 図 に 示 す 。
【 図 １ 】 背 景 技 術 の 内 視 鏡 の 概 略 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 の 一 つ に よ る 光 コ ネ ク タ を 組 み 込 ん で い る 内 視 鏡 の 概 略 図 で あ
る 。
【 図 ３ 】 図 ２ の 内 視 鏡 の 他 の 概 略 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ２ の 内 視 鏡 の コ ネ ク タ の 概 略 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ５ 】
１ ０ 　 　 内 視 鏡
１ ２ 　 　 レ ー ザ 光 源
１ ４ 　 　 カ プ ラ
１ ６ 　 　 内 視 鏡 頭 部
１ ８ 　 　 パ ワ ー モ ニ タ
２ ０ 　 　 検 出 ユ ニ ッ ト
２ ２ 　 　 光 フ ァ イ バ
２ ４ 　 　 コ ン ト ロ ー ル ボ ッ ク ス
２ ８ 　 　 走 査 シ ス テ ム
３ ０ 　 　 走 査 光 学 ヘ ッ ド
３ ２ 　 　 コ ン ト ロ ー ル ボ ッ ク ス
３ ４ 　 　 光 コ ネ ク タ
３ ６ a　 　 第 一 部 分
３ ６ b　 　 第 二 部 分
３ ８ a　 　 第 一 入 力 部
３ ８ b　 　 第 二 入 力 部
４ ０ 　 　 ハ ウ ジ ン グ
４ ２ 　 　 第 １ 光 フ ァ イ バ
４ ４ 　 　 第 ２ 光 フ ァ イ バ
４ ６ 　 　 第 ３ 光 フ ァ イ バ
４ ８ 　 　 第 ４ 光 フ ァ イ バ
５ ０ 　 　 第 ５ 光 フ ァ イ バ
５ ２ 　 　 第 ６ 光 フ ァ イ バ
５ ４ 　 　 フ ェ ル ー ル
５ ６ 　 　 位 置 決 め ピ ン
５ ８ 　 　 細 溝
６ ２ 　 　 保 護 シ ー ス
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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